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４
月
14
日
大
村
市
市
民
連
合
会
（
藤

川
充
会
長
）
か
ら
議
員
定
数
を
28
人
か

ら
22
人
に
削
減
す
る
よ
う
求
め
る
直
接

請
求
が
、
１
万
１，
７
０
０
人
分
の
有
効

署
名
を
添
え
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
５
月
２
日
、
８
日

の
両
日
開
催
さ
れ
た
市
議
会
臨
時
会

に
、
大
村
市
議
会
議
員
定
数
条
例
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
案
は
、
議
員
定
数
等
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続

審
査
と
な
り
、
以
後
７
回
の
委
員
会
を

開
催
し
、
議
員
22
人
で
大
村
市
の
山
積

す
る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
議
会
運
営

が
で
き
る
の
か
慎
重
に
審
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
議
会
に
は
現
行
議
員
定

数
の
維
持
を
求
め
る
請
願
（
請
願
第
１

号
）
も
提
出
さ
れ
、
同
委
員
会
で
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
同
委
員
会
は
、
今
後
議

会
改
革
を
行
っ
て
い
く
が
、
財
政
健
全

化
な
ど
の
山
積
す
る
行
政
課
題
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
執
行
機
関
に
対

す
る
監
視
機
能
を
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
し
て
、
現
行
の
４
常
任
委
員

会
を
存
続
さ
せ
、
議
員
定
数
を
25
人
と

し
、
現
行
の
28
人
か
ら
３
人
を
削
減
す

る
と
し
た
修
正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

し
、
本
会
議
に
お
い
て
も
同
委
員
会
の

修
正
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
請

願
第
１
号
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

定
数
削
減
に
至
る
経
過 

議員定数28人を　　　　　　へ 議員定数28人を　　　　　　へ 議員定数28人を　　　　　　へ 

次の一般選挙から大村市議会議員の定数が25人となります。 

3人削減 3人削減 
■
 

■
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除
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
よ

っ
て
、
本
来
な
ら
法
定
上
限
数
の
30
人

と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
現
行
28
人
は
維

持
す
べ
き
で
あ
る
。

一
　
議
員
定
数
を
削
減
し
た
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

（
メ
リ
ッ
ト
）

①
経
費
節
減
に
な
る
。

②
議
員
が
率
先
し
て
、
経
費
削
減
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
の
行
政
改
革

の
弾
み
に
な
る
。

委
員
長
　
寺
坂
　
榮
一
郎

（
不
採
択
）

●
大
村
市
の
法
定
上
限
数
は
、
30
人
で

あ
り
、
過
去
に
も
議
員
２
人
を
削
減
し

て
、
財
政
面
で
も
協
力
し
て
き
た
。
し

か
し
、
市
民
の
声
も
尊
重
し
、
議
会
運

営
に
支
障
が
な
い
程
度
の
削
減
の
必
要

は
あ
る
。

●
現
行
の
28
人
か
ら
い
き
な
り
22
人
に

す
る
と
逆
に
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
出
て
く

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
今
回
は
25
人

と
し
、
以
後
議
会
の
今
後
の
あ
り
方
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
場
合
に
よ

っ
て
は
、
今
後
も
っ
と
減
ら
す
こ
と
も

可
能
と
考
え
る
。

●
議
会
は
、
委
員
会
審
査
を
中
心
に
行

っ
て
お
り
、
現
在
の
審
査
内
容
等
か
ら

判
断
し
て
４
委
員
会
を
３
委
員
会
に
す

る
の
は
、
議
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を
考

え
る
と
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
４
委

員
会
を
維
持
す
る
た
め
に
は
25
人
は
必

要
で
あ
る
。

●
議
会
は
地
域
に
お
け
る
政
治
の
機
関

で
あ
り
、
行
政
体
制
の
一
部
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
議
員
定
数
の
問
題
は
、

単
に
行
政
の
簡
素
と
合
理
化
と
同
じ
観

点
か
ら
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、

削
減
に
よ
っ
て
市
民
の
少
数
意
見
を
排

（
デ
メ
リ
ッ
ト
）

①
議
会
費
の
予
算
規
模
は
、
市
の
一

般
会
計
の
１
％
に
も
満
た
ず（
表
１
）、

議
員
定
数
を
削
減
す
る
よ
り
も
議
会

の
監
視
機
能
を
強
化
し
、
市
の
予
算

に
ム
ダ
が
な
い
か
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク

す
る
方
が
、
真
の
財
政
健
全
化
に
つ

な
が
る
。

さ
ら
に
は
、
議
員
を
削
減
し
て
も
、

審
査
期
間
を
長
く
し
た
り
す
る
な
ど

工
夫
す
れ
ば
執
行
機
関
を
十
分
監
視

で
き
る
が
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ

り
事
務
量
が
増
加
し
、
ま
た
、
財
政

健
全
化
の
問
題
を
は
じ
め
山
積
す
る

行
政
課
題
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に

は
、
大
幅
な
議
会
会
期
の
延
長
が
予

想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
経
費
削
減
・

事
務
の
効
率
化
と
い
う
面
か
ら
考
え

れ
ば
そ
れ
も
難
し
く
、
こ
の
ま
ま
議

員
を
削
減
す
れ
ば
議
会
の
審
査
が
形

骸
化
し
、
議
会
の
監
視
機
能
が
低
下

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

②
当
市
の
人
口
は
、
近
年
着
実
に
増

加
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、

議
員
定
数
を
さ
ら
に
削
減
す
る
こ
と

は
、
住
民
意
思
の
市
政
へ
の
反
映
を

低
下
さ
せ
る
。

二
　
大
村
市
の
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

市
は
、
平
成
15
年
11
月
、
当
時
そ
の

ま
ま
の
財
政
状
況
で
推
移
す
る
と
平
成

18
年
度
に
は
、
準
用
財
政
再
建
団
体
に

本
市
の
現
行
議
員
定
数
は
、
法
定
上

限
定
数
30
人
か
ら
議
会
自
ら
２
人
削
減

し
28
人
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回

の
直
接
請
求
に
よ
る
議
員
定
数
削
減
案

は
、
そ
の
定
数
を
さ
ら
に
６
人
削
減
し
、

22
人
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
議
会
改
革

を
行
っ
た
と
し
て
も
、
地
方
分
権
の
進

展
に
よ
り
事
務
量
が
増
大
す
る
中
、
議

会
の
市
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を
低
下

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
市
政
に
対
す
る

住
民
意
思
の
反
映
も
低
下
す
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
直
接
請
求
に
署
名

さ
れ
た
１
万
１，
７
０
０
名
も
の
市
民
の

強
い
意
思
も
真
摯
に
受
け
止
め
、
現
行

の
４
常
任
委
員
会
の
必
要
性
に
鑑
み
、

議
員
定
数
を
25
人
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
修
正
は
、
法
制
執
務
的
な
観

点
か
ら
大
村
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
方
法
に
よ
り
行
っ
た
。

現
行
議
員
定
数
の
維
持
を
求
め
る
請
願

[

請
願
者
﹈
く
ら
し
と
福
祉
・
教
育
を
守

る
大
村
市
実
行
委
員
会

臨時号

委
員
会
に
お
け
る
修
正
の 

理
由 

議
員
定
数
等
特
別
委
員
会 

で
の
意
見 

議
員
定
数
等
特
別
委
員
会 

で
の
検
討
事
項 

請
願
第
１
号 

一般会計と議会費の歳出決算額の推移 

単位：百万円 

32,683 

321 

0.98

33,992 

313 

0.92

37,445 

290 

0.77

31,715 

279 

0.88

表１ 

H13

一般会計 

議 会 費 

比率（％） 

H14 H15 H16
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ま
た
、
本
来
議
員
を
削
減
す
る
こ
と

は
市
民
の
身
を
削
る
こ
と
で
あ
り
、
今

回
の
直
接
請
求
で
も
請
求
代
表
者
が
、

少
数
精
鋭
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
も
述

べ
ら
れ
た
の
で
、
次
回
の
選
挙
は
ぜ
ひ

精
鋭
と
思
わ
れ
る
方
が
立
候
補
し
て
、

精
鋭
と
思
わ
れ
る
方
を
応
援
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

二
点
目
と
し
て
、
今
後
の
財
政
見
通

し
が
つ
く
の
で
あ
れ
ば
、
議
員
削
減
分

の
経
費
を
少
子
化
対
策
な
ど
の
基
金
と

し
て
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

●
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、
地

方
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
　

●
民
主
主
義
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
ど
ん

な
少
数
意
見
で
も
論
議
を
尽
く
し
、
多

数
決
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
議
員
数
は
多
い
方
が
よ

い
。
し
か
し
、
現
在
の
財
政
状
況
な
ど

を
勘
案
す
る
と
25
人
と
す
る
こ
と
は
妥

当
な
数
字
で
あ
る
。

た
だ
し
、
今
後
さ
ら
に
地
方
分
権
が

進
む
な
か
で
議
会
の
役
割
は
格
段
に
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ

以
上
の
削
減
は
大
村
市
民
の
た
め
に
は

な
ら
な
い
。

置
か
れ
、
さ
ら
に
本
市
は
赤
字
再
建
団

体
へ
の
転
落
を
避
け
る
た
め
財
政
健
全

化
計
画
が
立
て
ら
れ
る
な
ど
議
会
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
行
政
を
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
、
一
度
に
大
幅
な
議
員
削
減
は
市
民

に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
。

ま
た
、
女
性
の
立
場
か
ら
は
、
ま
す

ま
す
女
性
が
立
候
補
で
き
な
く
な
る
懸

念
も
あ
る
。
人
口
の
半
分
は
女
性
で
あ

り
、
そ
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
議
会
も
よ
り
市
民
に
わ

か
り
や
す
い
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た

意
味
か
ら
も
６
人
も
の
削
減
に
は
賛
成

で
き
な
い
が
、
市
民
の
声
も
尊
重
し
、

議
会
の
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
を

基
準
に
、
25
人
の
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

●
25
人
の
修
正
案
は
、
住
民
意
思
の
反

転
落
す
る
こ
と
が
、
確
実
と
し
て
、
第

１
次
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
た
。

市
議
会
も
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
同
年
12

月
大
村
市
財
政
健
全
化
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
市
の
財
政
健
全
化
に
努
め
て

き
た
。

こ
の
結
果
、
緊
急
回
避
的
な
普
通
建

設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
削
減
を

は
じ
め
様
々
な
削
減
策
が
実
施
さ
れ
、

当
面
の
準
用
財
政
再
建
団
体
転
落
の
危

機
は
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
国

の
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想

さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
市
は
今
年
５
月
、
第
２

次
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
財
政

健
全
化
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。今

後
市
議
会
も
、
財
政
健
全
化
特
別

委
員
会
で
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
た
め
、
市
へ
の
監
視
機
能

を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

三
　
こ
れ
ま
で
の
議
会
費
の
経
費
節
減

市
議
会
は
、
平
成
12
年
議
員
定
数
の

２
人
削
減
（
年
間
約
１，
４
７
０
万
円
）

を
は
じ
め
、
議
長
車
運
転
手
の
パ
ー
ト

職
員
化
（
同
約
６
１
０
万
円
）、
議
員

期
末
手
当
の
削
減（
同
約
２
２
０
万
円
）、

政
務
調
査
費
の
10
％
削
減
（
同
約
１
０

０
万
円
）
な
ど
議
会
費
の
経
費
節
減
に

努
め
て
き
た
。

本
会
議
　
〜
市
議
会
議
員
定
数 

　
条
例
案
採
決
に
お
け
る
討
論 

県内各市の議員定数の状況 

市　名 

長 崎 市 

佐世保市 

諫 早 市 

大 村 市 

島 原 市 

平 戸 市 

松 浦 市 

五 島 市 

壱 岐 市 

対 馬 市 

西 海 市 

雲 仙 市 

南島原市 

人　口 条例定数 法　定 
上限数 削減率 

455,131 
258,324 
144,040 
88,033 
50,081 
38,474 
26,993 
44,764 
31,417 
38,474 
33,683 
49,992 
54,034

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

4.30 
5.30 
0.00 
16.70 
23.30 
0.00 
23.10 
0.00 
0.00 
0.00 
0.00 
13.30 
0.00

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

％ 

46 
38 
34 
30 
30 
26 
26 
26 
26 
26 
26 
30 
30

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

44 
36 
34 
25 
23 
26 
20 
26 
26 
26 
26 
26 
30

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

人 

（注）人口は平成17年国勢調査結果速報値である。 
　なお、合併した市においては、特例措置により次の 
　一般選挙まで本来の条例定数よりも増員している市 
　もある。 
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こ
の
よ
う
な
な
か
、
本
市
に
お
い
て
、

公
職
選
挙
法
第
34
条
及
び
第
１
１
３
条

の
規
定
に
よ
り
、
２
名
の
市
議
会
議
員

補
欠
選
挙
が
市
長
選
挙
に
併
せ
て
執
行

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
補
欠
選
挙
の
場

合
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
し
か
在
任

で
き
ま
せ
ん
。
財
政
健
全
化
を
進
め
る

中
、
便
乗
選
挙
と
は
い
え
、
多
額
の
費

用
を
投
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
規

模
で
見
る
と
莫
大
な
も
の
と
思
慮
さ
れ

ま
す
。
各
地
で
議
員
定
数
削
減
が
叫
ば

れ
る
中
、
国
民
に
と
っ
て
も
理
解
し
が

た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
自
治

体
行
財
政
の
健
全
運
営
を
図
る
上
か

ら
、
下
記
事
項
を
実
施
さ
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

記

公
職
選
挙
法
第
34
条
第
２
項
中
、「
前

６
月
以
内
」
を
「
前
１
年
以
内
」
に
改

め
る
こ
と
。

今
回
の
議
員
定
数
削
減
の
問
題
提
起

は
、
議
員
自
ら
に
と
っ
て
も
、
ま
た
市

民
の
方
々
に
と
っ
て
も
、
再
度
議
会
制

度
の
あ
り
方
を
考
え
る
非
常
に
よ
い
機

会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
む
な
か
、
議
会
の
責

任
は
よ
り
大
き
い
も
の
と
な
り
、
ま
た
、

今
回
議
員
定
数
が
25
人
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
９
月
執
行
予
定
の
議
員

補
欠
選
挙
に
は
適
用
さ
れ
ず
、
次
の
一

般
選
挙
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

現
行
の
公
職
選
挙
法
で
は
、
補
欠
選

挙
で
選
出
さ
れ
る
議
員
の
在
任
期
間
が

６
ヶ
月
を
超
え
れ
ば
、
補
欠
選
挙
を
実

施
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
市
議
会
は
、
そ
の
期
間

を
延
ば
す
よ
う
、
議
会
最
終
日
に
意
見

書
を
上
程
し
、
６
ヶ
月
で
も
市
民
の
声

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と

の
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
国
に

対
し
次
の
と
お
り
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

我
が
国
の
都
市
自
治
体
の
行
財
政
運

営
は
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
行

財
政
の
体
制
強
化
が
要
請
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
、
行
政

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
財
政

基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
歳
出
の
徹

底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
財
源
不
足
の

縮
小
に
努
め
る
な
と
、
様
々
な
行
財
政

改
革
を
進
め
て
い
る
。

市
民
の
参
画
も
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。今

回
の
削
減
数
は
、
現
議
会
制
度
上

で
は
最
大
限
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
住

民
請
求
と
の
開
き
は
な
お
否
め
な
い
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
、
議
会
の
あ
り
方
や
運
営
に
つ

い
て
も
、
制
度
の
見
直
し
を
含
め
て
改

革
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
議
員

定
数
等
特
別
委
員
会
は
、
６
月
議
会
終

了
後
も
解
散
せ
ず
、
継
続
し
て
議
会
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
文
責
）

議
員
定
数
等
特
別
委
員
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

議
会
事
務
局
（
内
線
３
０
１
）

映
に
も
配
慮
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
代

議
制
と
い
う
議
会
制
民
主
主
義
の
観
点

か
ら
十
分
論
議
を
尽
く
し
た
上
で
の
修

正
で
あ
り
賛
成
す
る
。

●
今
回
の
直
接
請
求
は
、
議
会
の
活
動

が
市
民
に
よ
く
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
一
因
で
あ
り
、
反
省
す
べ
き

点
で
あ
る
。
議
員
定
数
は
、
22
人
で
も

物
理
的
に
は
で
き
る
と
思
う
が
、
一
気

に
削
減
し
て
議
会
と
し
て
広
く
市
政
全

般
に
わ
た
り
総
合
的
な
判
断
が
で
き
る

の
か
大
変
不
安
が
あ
り
、
今
回
の
修
正

案
は
、
市
民
団
体
か
ら
出
さ
れ
た
課
題

に
対
す
る
第
一
弾
の
答
え
と
判
断
し
、

修
正
案
に
賛
成
す
る
。

●
議
員
定
数
は
、
市
民
の
声
を
よ
り
多

く
届
け
る
こ
と
の
で
き
る
十
分
な
定
数

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
な
ら
市

民
全
員
が
参
加
で
き
る
直
接
民
主
制
が

望
ま
し
い
が
、
不
可
能
で
あ
り
、
議
員

定
数
が
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

議
会
は
、
地
域
に
お
け
る
政
治
の
機

関
で
あ
り
、
行
政
体
制
の
一
部
で
は
な

く
、
議
員
定
数
の
問
題
を
単
に
行
政
の

簡
素
・
合
理
化
と
同
じ
観
点
か
ら
論
ず

る
問
題
で
は
な
い
。

ま
た
、
市
民
の
行
政
へ
の
要
求
は
多

様
化
し
て
お
り
、
そ
の
声
を
的
確
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
そ
の
手

段
を
縮
小
さ
せ
る
の
は
、
市
民
の
声
を

大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
逆
行
す

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
現
行
議
員
定
数

の
維
持
を
主
張
す
る
。

今
回
の
議
員
定
数
削
減
と 

市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に
つ
い
て 

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
を 

求
め
る
意
見
書 

終
わ
り
に 

　
〜
議
会
改
革
に
つ
い
て
〜 


